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第３章 基本理念とみどりの将来像 

１ 基本理念 

古来、広島は、中国山地に連なる緑豊かな山々に抱かれ、南には波静かな瀬戸内海が広がり、太田

川、瀬野川など清らかに流れる多くの川に恵まれ、水と緑豊かな世界有数の恵まれた自然環境を有し

てきました。 

昭和 20 年（1945 年）8月 6 日、広島市に人類史上初めて原子爆弾が投下され、多くの尊い生命が失

われました。恵まれた自然も壊滅的な打撃を受け、75 年間草木も生えないと言われました。打ちひし

がれた市民の心に、生きる勇気と希望を与えてくれたのは、焦土の中から萌え出た緑でした。市民や

広島のまちにとって、緑は「生命」そのものであり、「平和」の象徴です。 

さらに、地球温暖化などの環境問題の顕在化や自然災害リスクの高まり、良好な自然環境の消失と

いった都市の持続可能な発展を脅かす問題への対応が求められる現在、多様な機能を持つ緑は、人々

が持続的に良好な環境の下で生活を送ることのできる都市の象徴でもあります。 

広島において緑は、「生命」、「平和」、「持続可能な都市」の象徴であり、市民とともに「みどりのま

ちづくり」に取り組んでいく必要があります。 

都市に住む人々が良好な環境の下で、市民一人一人が尊厳を保ちながら人間らしい生活を送ること

ができるよう、広島市は、すべての生き物の命につながる水と緑を大切にし、愛着と誇りを持ってゆ

とりとやすらぎのある生活を送ることができる都市づくり、市民や広島を訪れる世界の人々が人類の

恒久平和を実感できる都市づくり、多様な市民が生き生きと暮らせるまちづくりを進めています。 

こうしたことを踏まえ、本市の都市像である「国際平和文化都市」を緑の分野で具現化するため、

引き続き、「水・みどり・いのちの輝くまち ひろしまの実現」を基本理念に掲げ、その実現を目指し

ます。 

２ みどりの将来像 

基本理念が実現されたまちの将来像として、次のような姿を描きます。 

⑴ 平和を実感できるまち 

全ての市民が健やかで、その価値観やライフスタイルに応じて生き生きと暮らし、誰もが平和の

尊さを実感できる豊かな文化と人間性を育む都市になっている。 

⑵ 水・緑を大切にするまち 

市民の緑に対する価値観、美意識、緑との付き合い方などの緑に関する文化意識を高めることに

よって、全ての生き物の命につながる水と緑を大切にするまちが、さらに輝きを増している。 

⑶ ゆとりとやすらぎが感じられるまち 

潤いのある生活環境を形成する緑の存在を享受し、高齢者や子ども、障害者などを含む多様な市

民が、安全・安心に暮らせる生活基盤が整備され、快適に暮らせる都市になっている。 

⑷ 花と緑と音楽のあふれる美しいまち 

言葉は通じなくとも、見る人、聞く人の心に直接働きかけ、共感を生むことができる力を持つ花

と緑と音楽がまちにあふれ、憩いと華やかさに満ちた景観を作り出すことで、来訪者に広島のおも

てなしの心を表し、悲惨な原爆被害から復興した広島の平和の心も語り掛ける都市になっている。 
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「みどりの将来像図」として、4 つの「みどりの将来像」で描く基本理念の実現された緑豊かなまち

の姿を表しました。 
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水と花と緑の豊かな空間によるネットワークの形成された「花と緑と音楽のあふれる美しいまち 

ひろしま」の姿を表しました。 
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３ 計画の目標水準 

「みどりの将来像」の実現に向け、計画期間における「基本目標」及び「基本目標」を達成するた

めの 4つの「計画の目標水準」を以下のとおり設定します。 

なお、「計画の目標水準」を達成するための個々の施策の目標については、この計画に定める各施策

を具体化するためのアクションプログラムである「広島市みどりの推進計画」において、別途、定め

ます。 

※ 「基本目標」及び「計画の目標水準」において、「現在値」は平成 31年度（2019 年度）の実績、

「目標値」は令和 12 年度（2030 年度）における目標です。 

 

⑴ 基本目標 広島を緑豊かなまちであると実感している市民の割合 

   緑豊かなまちをつくるためには、緑の量を確保することだけでなく、市民が緑豊かなまちである

と実感していることが大切です。そのため、広島を緑豊かなまちであると実感している市民の割合

を増やすことを基本目標として掲げます。 

      現在値 ６９．３％（平成 31 年度） → 目標値 ７５．０％（令和 12 年度） 

 

⑵ 計画の目標水準 

「基本目標」を達成するため、「都市公園の整備」や「緑地の保全」、「緑化の推進」の観点から、

以下の「目標水準」を設定します。 

 

 

 

ア 公園緑地の面積 

公園緑地は、市が都市公園として開設することによって永続性のある緑地となります。公園緑

地には、市が整備するものと開発行為等によって整備されたものを市が引き継ぐものがあり、こ

れらを合わせて 1,000ｈａとすることを目標とします。 

現在値 ９８７ｈａ（平成 31 年度） → 目標値 １，０００ｈａ（令和 12 年度） 

 

 

 

イ 市街化区域における緑の面積の割合 

    市街化区域内の緑は宅地化などにより消失しやすい状態にあります。このため、緑地の保全や

公共空間等における新たな緑づくりによって、現在の緑の面積の割合を維持することを目標とし

ます。 

現在値 ２１．５％（平成 31 年度） → 目標値 現状維持（令和 12 年度） 

 

 

 

 

 

緑地の保全 

都市公園の整備 
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ウ 都心における緑視率 

緑豊かな自然環境などが少ない都心において、立体的に捉えることのできる緑を増やし、緑豊

かなまちであると実感してもらうため、人の視界における緑の量の割合である緑視率を現在値以

上にすることを目標とします。 

 

(ｱ) 平和大通りなど広島の平和を象徴する場所 

現在値 ４２．９％（平成 31 年度） → 目標値 現在値以上（令和 12 年度） 

(ｲ) 再開発地区などにぎわいの中心となる場所 

現在値  ８．６％（平成 31 年度） → 目標値 現在値以上（令和 12 年度） 

(ｳ) 広島駅など交通結節点 

現在値 １６．４％（平成 31 年度） → 目標値 現在値以上（令和 12 年度） 

 

エ 緑に関する活動に参加したことのある市民の割合 

    緑に関する活動への参加は、自主的な緑のまちづくりを行うきっかけとなります。このため、

緑に関する活動に参加したことのある市民の割合を 60.0％に増やすことを目標とします。 

現在値 ５４．１％（平成 31 年度） → 目標値 ６０．０％（令和 12 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑化の推進 


